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本日お話させていただくこと

● 木曽地域の概要について● 木曽地域の概要について

● 木曽広域連合はこんな事業をやっています● 木曽広域連合はこんな事業をやっています。

● 情報化事業の整備経過について● 情報化事業の整備経過について

● ＩＣＴ利活用築事業について● ＩＣＴ利活用築事業について

● 木曽６町村連携による自主放送デジタル双方向等を

活用した安心安全ＩＣＴ事業について活用した安心安全ＩＣＴ事業について
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長野県木曽地域
長野県木曽地域
３町３村
面積：1,546.26 k㎡
人口 32 009人

長野県塩尻市

人口： 32,009人
（H21.4.1現在）
典型的過疎地域木祖村

御嶽山

岐阜県高山市

長野県伊那市

木曽町

御嶽山
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長野県伊那市

▲

木曽駒ケ岳
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木曽町

上松町

王滝村
▲

大桑村木曽川

南木曽町
長野県飯田市

岐阜県中津川市



木曽広域連合 組織概要

正副連合長（６町村長より連合長を互選）
広域連合議会

事務局広域消防本部
議会事務

広域連合議会
（６町村より２２名）

副管理者

会計管理者事務局広域消防本部
議会事務局

（監査委員事務局）
（選挙管理委員会事務局）

木曽郡町村会

木曽消防署
(本署、南北分署及び
救急分遣所)

総 務 課

地域振興課

会計管理者

会 計 室

木曽郡町村会
救急分遣所)

福祉環境課

建 設 課

木曽文化公園 木曽広域情報センター 木曽クリーンセンター

木曽観光連盟

木曽寮 環境センター

木曽葬祭センター「緑聖苑」 汚泥集約センター

木曽観光連盟

汚泥集約



木曽広域連合が行っている業務

・介護保険の運営 ・老人ホームの運営

し尿処理施設 ごみ処理施設の運営 火葬場の運営・し尿処理施設、ごみ処理施設の運営 ・火葬場の運営

・リサイクル・リユース活動 ・文化ホールの運営

・ケーブルテレビの整備・運営・ケーブルテレビの整備・運営

・地域イントラネット網の活用・運営・整備

・情報事業の企画情報事業の企画

・公共サインの設置、管理

・広域観光振興 ・奨学資金の貸付（一般、看護師）広域観光振興 奨学資金の貸付（ 般、看護師）

・木曽川上下流交流の推進拡大、森林整備協定の推進

・埋蔵文化財の発掘調査蔵 化財 発掘調

・消防、救急（救助、搬送）業務

etc…

現在、28種類の事務を行っています



木曽地域高度情報化整備事業の経過 ➀

・平成8年『地域情報化計画』調査研究開始。地域情報化計画策定調査 10年度まで

・平成11年度 ホームページ開設 『木曽ネット』平成 年度 開設 『木曽ネット』

・平成11年度『広域計画』に整備推進を明記。議会承認。

・平成12年度『広域的地域情報通信ネットワーク基盤整備事業』

20箇所を拠点とする木曽広域WAN(光ファイバによる)及び共通ソフト運用。20箇所を拠点とする木曽広域WAN(光ファイ による)及び共通ソフト運用。

・平成12年度介護保険にかかる、

『情報通信等連携システム構築事業』により介護保険事務・サービスシステムを開発運用。

・平成13年度『地域情報網調査』終了。今後の木曽地域の情報網のあり方調査。

・平成14年度『CATV整備基本設計』『地域イントラネット網基本設計』終了。

CATV事業としての地域インフラ整備の基本設計実施CATV事業としての地域インフラ整備の基本設計実施。

・平成15年度から17年度国庫予算申請。
・平成17年度より電気通信格差是正費補助金、情報通信格差是正費補助金、長野県補助金、

過疎債（ICTに資する重点事業分を含む）を活用し整備事業を実施。疎 （ 業分 含 ） 活 備 業 。
・平成２０、２１年度（繰越を含む）地域ＩＣＴ利活用モデル構築事業を実施。

『伝統文化継承による６町村共育事業』
・平成２２年度 地域ＩＣＴ利活用広域連携事業

『木曽６町村連携による自主放送デジタル双方向等を活用した安心安全ＩＣＴ事業』『木曽６町村連携による自主放送デジタル双方向等を活用した安心安全ＩＣＴ事業』



木曽地域高度情報化整備事業の経過 ②

成 度木曽地域振興構想

木曽地域情報化基本計画

町村総合計画

町村情報化構想

平成１４年度

『CATV整備計画』

『地域イントラネット整備計画』 投入

木曽情報街道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ﾈｯﾄﾜｰｸ整備
関連ﾜｰｷﾝｸﾞ

行政事務処理ｱﾌﾟﾘ整備

ﾈｯﾄﾜｰｸ整備
関連ﾆｰｽﾞ

行政事務処理ｱﾌﾟﾘ整備

木曽広域行政
情報化推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

行政事務処理ｱﾌ ﾘ整備
関連ﾜｰｷﾝｸﾞ

保健･医療ｱﾌﾟﾘ整備
関連ﾜｰｷﾝｸﾞ

福祉ｱﾌﾟﾘ整備

行政事務処理ｱﾌ ﾘ整備
関連ﾆｰｽﾞ

保健･医療ｱﾌﾟﾘ整備
関連ﾆｰｽﾞ

福祉ｱﾌﾟﾘ整備情報化推進ﾌ ﾛｼ ｪｸﾄ 福祉ｱﾌ ﾘ整備
関連ﾜｰｷﾝｸﾞ

消防･防災ｱﾌﾟﾘ整備
関連ﾜｰｷﾝｸﾞ

福祉ｱﾌ ﾘ整備
関連ﾆｰｽﾞ

消防･防災ｱﾌﾟﾘ整備
関連ﾆｰｽﾞ 個別補助

申請

木曽ﾈｯﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

観光ｱﾌﾟﾘ整備
関連ﾜｰｷﾝｸﾞ

行政情報ｱﾌﾟﾘ整備
関連ﾜｰｷﾝｸﾞ

観光ｱﾌﾟﾘ整備
関連ﾆｰｽﾞ

行政情報ｱﾌﾟﾘ整備
関連ﾆｰｽﾞ関連ﾜ ｷﾝｸ

地域振興ｱﾌﾟﾘ整備
関連ﾜｰｷﾝｸﾞ

教育･文化ｱﾌﾟﾘ整備

関連ﾆ ｽ

地域振興ｱﾌﾟﾘ整備
関連ﾆｰｽﾞ

教育･文化ｱﾌﾟﾘ整備
情報人おこしﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

教育･文化ｱﾌ ﾘ整備
関連ﾜｰｷﾝｸﾞ

教育･文化ｱﾌ ﾘ整備
関連ﾆｰｽﾞ

町村間の整備ﾆｰｽﾞ
すり合わせ

広域的整備ﾆｰｽﾞ
抽出、把握

町村個別
整備ﾆｰｽﾞ抽出

広域的整備
事業実施



木曽地域高度情報化整備事業の経過 ③

平成18年度地域情報通信基盤整備推進交付金事業
対象地域：木曽町

木祖村

（開田高原地区）

平成19年度地域情報通信基盤整備推進交付金事業 木曽町 （青枠）

過疎地域自立促進重点事業（平成18年度）
対象地域：木祖村

木曽町

（三岳地区） （福島・新開地区） （日義地区）

平成19年度地域情報通信基盤整備推進交付金事業

対象地域：木曽町（福島・新開地区の一部）

（平成17年11月1日 旧：木曽福島町・旧日義村
旧：開田村・旧三岳村の4町村による新設合併）

上松町

王滝村
平成17年度新世代地域ケーブルテレビ
施設整備事業
対象地域：木曽町

過疎地域自立促進重点事業

大桑村

（平成18～19年度）
対象地域：王滝村

南木曽町
過疎地域自立促進重点事業（平成17～18年度）
対象地域：上松町・大桑村・南木曽町



木曽地域高度情報化整備事業の経過 ④

メイン受信点(鳥居峠) 情報センタ 送受信設備 情報センタ 編集室メイン受信点(鳥居峠) 情報センター 送受信設備 情報センター 編集室

許可地域 木曽町、上松町、南木曽町、木祖村、王滝村、大桑村の許可地域
許可世帯数 １３ ０２１世帯許可世帯数 １３，０２１世帯

各再放送サービス、自主放送サービス［デジタル/アナログ］（６町村＋広域）
域内ＩＰ・050電話、インターネット接続サービス、インターネット関連の各
サービス

有線テレビジョン施設整備概要（ＨＦＣ型ケーブルテレビ）
・光ケーブル敷設距離（条数） 約６１５ｋｍ
・同軸ケーブル敷設距離 約８１４ｋｍ同軸ケ ブル敷設距離 約８１４ｋｍ
・双方向機能 音声告知端末機まで対応
・郡内１０５箇所の公共施設を光ファイバーで接続（地域イントラネット）



地域資源とICT連携の模索

世界に向けた木曽生活文化の情報発信

木曽町「高原と歴史文化」

・開田高原（日本で最も美しい村連合）
・木曽義仲ゆかりの地
・福島関所、福島宿などの史跡

木曽広域情報ネットワーク上松町「森林文化」

・森林浴発祥の地
赤沢自然休養林での森林セ

王滝村「食と御嶽山文化」
・「王滝かぶ」「万年ずし」

等 食文化・赤沢自然休養林での森林セ
ラピー

・森林鉄道

等の食文化
・御嶽山登山口、山岳信仰
・農業体験制度■６町村連携事業例

・自然体験プログラム（森林セラピー）
・健康ウォーキングプログラム

大桑村「渓谷などの水文化」

・阿寺渓谷などの散策ルート 南木曽町「江戸時代の文化」

健康ウォ キングプログラム
・中山道木曽路ウォーキングプログラム（宿場町めぐり）
・伝統工芸体験プログラム（漆器、櫛、和紙）
・木曽ヒノキ体験プログラム（見学～植林～加工～漆器工作）
・歴史体験プログラム（関所跡～木曽義仲）
・伝統食、スローフード体験プログラム（すんき漬）・阿寺渓谷などの散策ル ト

・須原宿の水舟
・五平餅

南木曽町「江戸時代の文化」

・妻籠宿（地域遺産から世界遺産へ）
・和紙の里
・ろくろ細工、ひのき傘

木祖村「木材の文化」

・お六ぐしなどの木工加工技術
・木曽川源流の里

伝統食、ス フ ド体験プ グラム（すんき漬）

■成果
◆地域への愛着が向上
◆木曽生活（山里）文化の復興、新たな文化・
観光資源化

■課題
○歴史に育まれた木曽生活文化の継承保存が必要

・植林など下流域との交流事業

観光資源化
◆地域資源を活用した地域産業振興の促進
◆訪問客の増加による地域活性化・消費の拡大
◆共助型による安心安全の取組による地域生活
の質の向上

○歴史に育まれた木曽生活文化の継承保存が必要
○地域の主要産業の低迷
●急速な過疎化進行に伴う住民の健康不安が増加
●少子化・核家族化に伴う子育て不安（子育ての孤立化）



木曽地域ＩＣＴ利活用モデル構築事業のコンセプト ➀

～文化圏を同じくする６町村が協力し、伝統文化継承を通して共に地域振興を目指す～

◆歴史に育まれた木曽伝統文化の継承保存・発展が必要 ◆木曽伝統文化の学習・体験機会を増加させよう

今後の対応基本方針木曽地域の現状・課題 木曽地域振興構想より

◆歴史に育まれた木曽伝統文化の継承保存・発展が必要

◆伝統文化と関係する農林業や観光など地域主要産業の低迷

◆急速な過疎化進行に伴う健康福祉（生活）面での住民不安

以上の課題は、個々の町村だけでなく、広域連合６町村全体で

取組む共通の地域課題である。

◆木曽伝統文化の学習・体験機会を増加させよう

◆６町村の特長を活かし、様々な体験・体感が継続して楽しめる

新しい観光や木曽の伝統工芸活用など、産業を振興させよう

◆森林や山麓ウォーキングなど地域資源を活かし、住民が自ら

取組む健康づくりを地元医療機関など地域全体で応援しよう

『 木 曽 地 域 振 興 構 想 』 の実現を目指して

地域の財産や優れた地域特性 事業推進のためのICT

ICT基盤
◆世界遺産級の木曽固有の自然・歴史・生活文化遺産

◆交通網整備で、高山～高遠広域観光圏形成の期待

◆田舎暮らしを志向する都市住民（中京・関西圏）の存在

◆発祥地である森林浴など地域資源を活用した事業の実施

生活基盤として整備済みの広域・地域光ネットワークの利活用

◆職人芸等を詳細に記録できる動画＋コメント登録共有技術

◆利用者に優しい操作性（アクセシビリティ）のCMS・SNS・ブログ

◆地域財産の学習・健康づくり等に寄与するコンテンツ整備

プロジェクト推進事業の概要

◆基幹病院と関係機関の協力体制、介護事業の広域対応 ◆ｅ－ラーニングやVOD機能による地域密着コンテンツの発信

プロジェクト推進事業の概要

◆木曽伝統文化を集大成して、地域の豊かな財産を再認識

◆６町村の地域資源を連携させた新しい観光などの産業振興

◆世界に向けた木曽文化情報 発信と地域産業 還

地域資源を活用した元気まちづくり事業
地域への愛着が向上（住み続けたい人の割合増加）

調査で多くの人々の様々な出会い・交流が発生

→学区単位で まちづくりを担うコミュニティの形成

地域への愛着が向上（住み続けたい人の割合増加）

調査で多くの人々の様々な出会い・交流が発生

→学区単位で、まちづくりを担うコミュニティの形成

期待される成果（評価項目）

◆地域への愛着心の高まり（定住・移住希望者の増加）

◆滞在型、回遊型、継続型観光など新たな産業の振興

12

◆世界に向けた木曽文化情報の発信と地域産業への還元

◆木曽の地域性が生み出した健康づくりなど生活の知恵共有

（地元医療機関監修の健康情報の発信、ＳＮＳ、ブログ等）

→学区単位で、まちづくりを担うコミュニティの形成

木曽文化の復興＝山村文化の復興、観光資源化

コンテンツの二次活用＝集客・地域外交流の促進

学区単位で、まちづくりを担うコミュニティの形成

木曽文化の復興＝山村文化の復興、観光資源化

コンテンツの二次活用＝集客・地域外交流の促進

◆木曽ヒノキなどの地域優良ブランドの世界進出チャンス

◆訪問客の増加による地域活性化・消費の拡大

◆健康づくり等で必要情報の共有により、住民の安心感向上



健康づく 産業振興

木曽地域ＩＣＴ利活用モデル構築事業

木曽合同庁
舎 町村役場

情報センター

木曽広域情報ネットワーク健康づくり 産業振興

インターネット

宿泊施

世界に向けた木曽生活

文化の情報発信

インタ ネット

遠隔健康相談

病院施

宿泊施
設

小児医療・高齢者医療 伝統産業の映像保存

豊かな木曽の生活文化

病院施
設

道の駅

健康体操

山麓ウォーキ
ング森林セラ
ピー

地域資源を活用した住民も
地域も元気なまちづくり

健康体操

健康講座地元医療機関監修に
よる健康コンテンツ制作 観光情報等の発信

体験型観
光

ピ

観光などの地
域産業協会福祉施

設

地域産

よる健康コンテンツ制作

山里体験申込み

公民館
地域産
業健康コンテンツ自主学

習

歴史に育まれた豊かな木曽固有の自然・歴史・生活文化



H20・２１ 木曽地域ＩＣＴ事業 各システムの役割

木曽地域に住む人々が、6町村それぞれの地域文化（木工品、食、歴史、芸能、林業
、農業）について、その魅力を発見し、学び、世代を超えて継承し、そして地域外
へもその魅力ある文化を知らせていく。

生徒・児童

ＩＣＴの役割

～「ふるさと木曽」を伝へていくツール～

H20、H21年度実施

映像活用型

ナレッジ共有
システム

海外

交流

■映像活用型ナレッジ共有
システム映像による伝統文
化、食等の利用

ＳＮＳ／ブロ

地域住民
■ＳＮＳ／ブログ管理システム
ＳＮＳを地域学習の場として利用
同時に様々なコミュニティでの利
用 （クローズ）ＳＮＳ／ブロ

グ管理システ
ム

木曽地域外交流

用 （クロ ズ）

発信

地域ポータ
ルサイト管理
システム

木曽の伝統に携わる方
■地域ポータルサイト管理シ
ステム各地域の魅力を地域
外に発信多言語化、アクセス

システム ビリティの向上交流



H20・２１ 木曽地域ＩＣＴ事業 システムの連携

学校別、職種別、担当者別などでクローズドコミュニティを形成し、交流を活性化、
連帯感を高め、情報の交流を深めることで新しい価値を創造する

個人 木曽地域 地域外

・住民個人の趣味や興味を
インターネットに公開

保護者
住民人材
地域組織

インタ ネットに公開
・個人個人の持つ知恵や知
識の「見える化」

ブログシステム

公共機関
地域社会木曽地域内でクローズドコミュニティを形成 様々なサブ

ＳＮＳシステム

地域社会
支援企業

木曽地域内でクロ ズドコミュニティを形成。様々なサブ
コミュニティを形成し、交流を図る。映像活用型ナレッジ共有システム

地域ポータルサイト管理システム

住民が発見し、伝えたい木曽地域の魅力を地域外へ
情報発信

地域ポ タ サ ト管理シ テ

情報発信



木曽 村連携 よ 自主放送デジタ 方向等を活 た安心安全 事業

平成２２年度地域ＩＣＴ利活用広域連携事業 概要

通行止情報や土砂災害情報
複数メディア展開

わかりやすい危険情報
配信手段の確保

地域医療情報など
ＧＩＳ連携データベース化

より魅力的な地域情報の発信と
地域企業活性化支援

商店特売情報の

木曽６町村連携による自主放送デジタル双方向等を活用した安心安全ＩＣＴ事業

テレビ
ネット
メール

事故情報等を
地図付きで
各メディアに配信

クマ目撃情報
テレビ

ネット

メール危機情報を地図情
報付きで各メディア
に配信

木曽福島駅付近の
休日当番医
- 県立木曽病院

自主放送デジタル化

商店特売情報の
データ放送送信

国道通行止情報

地域・防災情報配信システム

データ放送による地域・商店情報配信能力強化

地域ICT利活用モデル事業
コミュニティ放送配信システム

既設 木曽広域ケーブルテレビインフラを活用
［ 自主放送デジタル・データ放送整備 ］

木曽広域ケーブルテレビ自主放送を利用する
データ放送での情報入手

デジタルテレビのリモコンでいつでも簡単に
防災・福祉情報等や役場からの行政
情報 イベント 生活情報を入手でき

パソコン・携帯電話による情報入手

パソコンからの利活用が可能な住民を対象に、
Webブラウザ・携帯電話向けの情報提供ページ
を拡充し 検索 抽出機能を生かした情報・イベント・生活情報を入手でき、

地域内交流促進・安心・安全を提供する。
を拡充し、検索・抽出機能を生かした、
的確な情報入手手段を提供する。

防災・防犯
国道通行止、熊などの警戒
情報をGoogleＭａｐＡｐｉを利

防災・防犯ポータルシステムや地域コ
ミ ニテ 放送配信システムに入力され 地上デジタル放送対応のテレビで

防災 防犯
ポータルシステム
地域医療
ポータルサイト

情報を g ｐ ｐ を利
用した地図情報への展開。

テレビ・インターネット・メール
に配信より幅広い住民へ安
心・安全を提供。

音声読み上げ
システム

ミュニティ放送配信システムに入力され
る文字情報を自動的に読み上げ、視覚
に障害のある住民へ情報入手手段を
提供。

データ放送
連携システム

地上デジタル放送対応のテレビで
インタラクティブに欲しい情報の入
手が可能。



木曽暮らしの情報掲示板 コンセプト

ケーブルテレビだからできる情報配信プラン

高
年

音声告知放送

年
齢
層

自主放送 （文字放送）
各メディアにデータを受け渡
す

プラットホームを構築するこ

地域に関連する様々な情報を
「木曽暮らしの情報掲示板」 に若

自主放送 （データ放送）

プラットホ ムを構築する
とで、
情報配信の効率化が可能

木曽暮 し 情報掲示板」
集約・配信

若
年
齢
層

Ｗｅｂ公開

～ さらに期待される効果 ～
情報 信 効率化 り

層
携帯 （メール配信） 情報配信の効率化により、

配信される情報の高密度化にも期待

全 バ プ全世代カバーの
ＣＡＴＶ

高加入率× ×ワンストップ
インプット

＝
あらゆる世代に
多様な情報配信



木曽暮らしの情報掲示板 運用イメージ

消防・行政機関等

緊急情報等
災害・事故等の

緊急情報等
入力情報

木曽暮らしの
掲示板

文字放送向けに作成した原稿データを、
データ放送・メール配信・Ｗｅｂ掲載・音声
自動読上げ放送向けに展開し、各メディア

掲示板
自動読上げ放送向けに展開し、各メディア
に向けて一斉配信することで、より多くの
住民に対し情報を配信。

音声自動読上げホームページ電子メールデータ放送文字放送

▲国道19号通行止め情報
平成23年1月21日 午後3時30分ごろ 上松町桟の国道19号で

大型車同士の正面衝突事故が発生しました。

▲国道19号通行止め情報
平成23年1月21日 午後3時30分ごろ 上松町桟の国道19号で

大型車同士の正面衝突事故が発生しました。

国道１９号通行止め情報

平成２３年１月２１日 午後３時３０分ごろ 上松町
桟の国道19号で大型車同士の正面衝突事故が発生
しました。

国道１９号通行止め情報

大雪に関する情報

地震情報

国道１９号通行止め情報

平成２３年１月２１日 午後３時３０分ごろ 上松町
桟の国道19号で大型車同士の正面衝突事故が発生
しました。

国道１９号通行止め情報

大雪に関する情報

地震情報

［音声告知端末］［パソコン等］［携帯電話等］［デジタルテレビ］［デジタル/アナログテレビ］

木曽広域消防から、国
道の事故による通行止
めのお知らせです・・・・

しました。
この事故により、国道19号は現場付近で全面通行止
となっております。
現在復旧の見込みは立っておりません。

発信元：木曽広域消防

木祖村クマの目撃情報

王滝村クマの目撃情報

地震情報 しました。
この事故により、国道19号は現場付近で全面通行止
となっております。
現在復旧の見込みは立っておりません。

発信元：木曽広域消防

木祖村クマの目撃情報

王滝村クマの目撃情報

地震情報



木曽暮らしの情報掲示板「防災・防犯ポータル」

木曽防災・防犯ポータル [ http://pad.kiso.ne.jp/ ]





木曽暮らしの情報掲示板「救急医療ポータル」

木曽救急医療ポータル [ http://med.kiso.ne.jp/ ]



木曽暮らしの情報掲示板 編集画面

文字放送編集画面



情報ネットワークのある暮らし

聞きたい 見たい無料ＩＰ電話による
域内交流活性化

地域内無料のIP電話を活用

した域内交流促進 情
報
提

テレビ再送信・自主放送

地上波デジタル
提
供
・掲
示

地域内無料IP電話

衛星などの再送信

広域＋６町村自主放送・

情報提供・情報掲示 情報提供・情報掲示地域情報
ゲートウェイ

地域内無料IP電話
域外への050IP電話

広域＋６町村自主放送
データ放送による情報受信

情
報

高速インターネット接続
公共施設の光ネットワーク化
ネットを通じた、各メディアへ
の情報配信

各家庭に設置してある音声告知 報
提
供
・掲
示

の情報配信端末を使用した緊急放送・音声
による行政放送
自治会長からの地区内向け告知

音声による情報発信
ブロードバンド
環境を活用した情報流通

知りたい

音声による情報発信

伝えたい

環境を活用した情報流通



ご清聴ありがとうございました。

http://www.kisoji.com


